『エフライムのレヴィ人』と『ピグマリオン』 by 前之園 春奈
は じ め に
ジャン = ジャック・ルソー（1712-1778）の『エフライムのレヴィ人』と
『ピグマリオン』はともに1762年に執筆されている。この年，パリ高等法
院は『エミール』（1762）に有罪判決を下した。逮捕状が出され追われる
身となったルソーは，逃亡する馬車の中で『エフライムのレヴィ人』の大
部分を書き，落ち着き先であるモチエで『ピグマリオン』を完成させた。
このような背景と，当時のルソー自身の境遇を連想させるような作品の内
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要　　　旨
ジャン = ジャック・ルソー（1712-1778）は1762年に『エフライムのレヴィ
人』と『ピグマリオン』を完成させた。この二つの作品は内容も形式も異なる
が，どちらにも『社会契約論』（1762）における「全面譲渡」を想起させる場
面がある。そしてその場面において，『エフライムのレヴィ人』では「視線」が，
『ピグマリオン』では「触れること」が効果的に用いられている。これらが「全
面譲渡」の身ぶりにどのように作用しているのかを考察する。くわえて，ル
ソーが五感の中でも「視覚」と「触覚」を重視し，この二つが相補的感覚であ
ることを強調していることから，『エフライムのレヴィ人』と『ピグマリオン』
も補完し合う作品として読むことが出来るのではないか検証する。
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容から，この二つの作品は自伝的作品の系譜に位置づけられることが多
い。しかしながら，これらを注意深く読んでいくと，登場人物の身ぶりに
『社会契約論』（1762）における「全面譲渡」を想起させる身ぶりがみとめ
られる。筆者は，この二作品を政治的著作としても読むことが可能だと考
え，ルソーの政治的作品と自伝的作品を繫ぐ蝶番的な役割を果たしている
という見地からの読解を試みてきた
 1）
。本稿では，『エフライムのレヴィ
人』では「視線」が，『ピグマリオン』では「触れること」が，物語の鍵
となっていることに着目し，これらが「全面譲渡」の身ぶりにどのように
作用しているのか考察する。また，「視線」と「触れること」が属する「視
覚」と「触覚」に関するルソーの記述を参照し，ルソーがこの二つの感覚
を相補的なものとしてとらえていたことを確認する。それによって『エフ
ライムのレヴィ人』と『ピグマリオン』もまた補完し合う作品として読む
ことが可能であることを明らかにしたい。
『エフライムのレヴィ人』における他者の視線
『エフライムのレヴィ人』は，旧約聖書の『士師記』の19章～21章を下
敷きとした作品で，妻を殺されたレヴィ族の男が，その遺体を切断してイ
スラエルの12部族へ送ったことから始まる復讐の物語である。遺体の断片
を受け取った部族の者たちは集結し一団となって，男の妻を殺したベニヤ
ミン族を攻め復讐を果たす。一方，イスラエル軍に敗れたベニヤミン族は，
生き残りが600人の男だけとなり部族存亡の危機に陥る。見かねたイスラ
エル軍は戦いに不参加だった部族の娘たち400人を花嫁としてベニヤミン
の男たちに与えるがまだ足りない。その時期シロの町では祭の最中であっ
た。そこで長老たちは，祭に行くシロの娘たちから気に入った者を連れ帰
るようにベニヤミンの男たちに勧める。言われた通り，男たちは娘を攫っ
て故郷へ戻り，ベニヤミン族は再生する。
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以上が『士師記』で語られていることである。ルソーはこれにアクサと
いう娘のエピソードを創作して加えた。聖書ではシロの娘たちは有無を言
わさず攫われていくのだが，ルソーの『レヴィ人』では，娘たちは捕えら
れたものの激しく抵抗し，その親たちも激怒したためいったん解放され
る。長老たちは再度話し合い，ベニヤミンの男について行くかどうかは娘
たちの意志に任せることにする。この娘たちのなかにアクサという娘がい
た。彼女にはエルマサンという許婚がおり，他の娘たちとともに家に帰ろ
うとする。しかしそこにアクサの父親が現れる。この父親こそ娘たちを連
れ帰るようベニヤミン人たちに提言した長老であった。父親はアクサに，
イスラエルの民の救済と，そして長老としての父親自身の名誉のためにベ
ニヤミン人のもとへ行くよう説得する。父親の頼みを断れず，アクサはそ
の身を投げ出す。それを見て，他の娘たちもアクサにならい一斉にベニヤ
ミンの男たちへ身を委ねる。
以下にアクサのエピソードの部分を引用する。
　彼女たちの幾人かはすでに秘密のきずなで結ばれており，強奪者か
ら逃れる喜びに血を躍らせていた。なかでもアクサは，心やさしいア
クサは、駆け寄ってきた母の腕のなかへ飛びこみながら，許婚者の若
いエルマサンの方へ，こっそりと眼をやった。悲しみと怒りに満ちて，
彼は自分の血を流しても，彼女を取り戻そうとやって来たのだった。
エルマサンは彼女に再会するや，腕をのばし，叫び声をあげたが，話
すことができなかった。駆けつけてきて気が動転しており，息もつけ
なかったのである。ベニヤミン人はその興奮，その一瞥を見るや，全
てを察し，うめき声をあげた。彼が引き下がろうとすると、アクサの
父親のやって来るのが見えた。（……）
　彼はやって来るや，彼女の手をとって言った。アクサよ，お前はわ
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しの心を知っているはずだ。私はエルマサンが好きだ。彼はわしの晩
年の慰めになったかもしれない。だがお前の民の救済とお前の父の名
誉のほうが，彼に優越せねばならぬ。娘よ，お前の務めを果たしてく
れ。わしの兄弟たちのなかにいるわしを恥辱から救ってくれ。起こっ
たことはすべて，わしが勧めたのだから。アクサはうなだれ，答えも
なく吐息をついた。しかしやっと眼をあげると，尊敬すべき父の眼に
出会った。その眼は口よりも雄弁であった。彼女は心を決めた。彼女
の弱くうち震えた声が，弱い最後の別れの言葉のなかで，エルマサン
の名を発するや否や，彼女は眼をくれもせず，たちまち背を向け，半
死の状態でベニヤミンの腕にくずれおちた。
　一同にざわめきが起こった。しかしエルマサンは前に出て，手で合
図をした。それから声をあげて彼女に言った。おお，アクサよ，私の
厳粛な誓いを聞いておくれ。私はお前のものになれないからには，他
のどの女のものにもけっしてなることはないだろう。私は純潔と愛に
飾られた，私たちの青春の思い出だけで十分。一度として刃が私の頭
上をよぎったことはありません，一度として葡萄酒が私の唇をぬらし
たことはありません。生ける神に仕える司祭のみなさん，私は神への
奉仕に身を捧げます。主のナザレ人を受け入れて下さい。
　たちまち，まるでその場で霊感にかかったかのように，娘たちはこ
ぞってアクサの例にならい，身を犠牲にした。彼女たちは初恋を棄て，
あとを追ってきたベニヤミン人たちに身をまかせた。この心を揺るが
す情景に，人々のなかから歓声があがった。エフライムの処女たちよ、
お前たちのおかげで，ベニヤミン族はいまにもよみがえろうとしてい
る。われわれの先祖の神よ、祝福されてあれ。イスラエルにまだ徳が
あったのだ。  2）（強調引用者）
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前半では，登場人物たちが他者の視線による居心地の悪さを感じてい
る。アクサはエルマサンに「こっそり眼をやる」。これは秘密にしている
恋人に対して人目を気にしながらする仕草である。恋人たちの視線のやり
取りを見たベニヤミン人は事情を察し困惑する。遅れて登場した父親はア
クサに「わしの兄弟たちのなかにいるわしを恥辱から救ってくれ」と語り
かける。同胞たちの見ているところでアクサが父親の願いを断れば，父親
は指導者としての体面が保てなくなる。「口よりも雄弁な」父親の眼が，
人前で恥をかかせてくれるなと訴えている。衆人環視の中で，父親は娘を
失うことよりも名誉を傷つけられることの方を危惧している。そしてアク
サは父親の視線に耐えきれず，ついに自ら犠牲となる。
『人間不平等起源論』（1755）でルソーは，他者への，または他者からの
視線によって生じる不自由さについて語っている。自然状態における人間
は他者に無関心で交流もなかった。やがて集団で生活するようになると，
他者を見つめ，見つめ返されることで情念や欲求が芽生え始めた。人々は
評価し合い，他者から評価を得ることが重要になり，愛されることや尊敬
を受けることに価値を見出すようになった。こうして社会の中で生きる人
間は「他者の意見のなかでしか生きられないようになり，他者の判断だけ
から自分の存在の感情を引きだすようになる」
 3）
のだとルソーは言う。他
者の視線によって何らかの判断が下されると，その人物は，実際はそうで
はなくともそのような存在として集団の中で認識されるようになってしま
う。視線に込められた期待に応えるため，アクサの父親は指導者としてふ
るまい，アクサは父に従うよき娘として行動する。このように，他者の視
線は見つめられた人間の自由を制限してしまう。自由に関して，『社会契
約論』（1762）でルソーは「各人の力と自由こそは，生存のための最も大
切な手段である」
 4）
と言っている。この自由が脅かされる時，つまり「自
然状態において生存することを妨げるもろもろの障害が，その抵抗力に
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よって，各個人が自然状態にとどまろうとして用いうる力に打ちかつに至
る点にまで到達した」時，それを守る為の約束が人々の間に必要となる。
それが「全面譲渡」による社会契約である。
後半，アクサの行為によって場の空気は一変する。アクサにならい娘た
ちがベニヤミン人へ身を挺すると，居合わせた人々から歓声があがる。そ
れまで恐怖や怒りに満たされていた空間が，これにより大きな喜びに包ま
れる。アクサのエピソードの前半が『社会契約論』でいうところの「全面
譲渡」が必要な集団的危機の状態にあるとすれば，後半はまさに「全面譲
渡」によって社会契約が行われる瞬間が描かれている。アクサがベニヤミ
ンの男の腕にくずれ落ちるのを見るや，エルマサンは合図し誓いを立て，
娘たちは一斉にベニヤミン人たちに身を差し出した。「全面譲渡」では「わ
れわれの各々は，身体とすべての力を共同のものとして一般意志の最高の
指導の下におく。そしてわれわれは各構成員を，全体の不可分の一部とし
て，ひとまとめとして受け取る。」
 5）
と、『社会契約論』にはある。『エフラ
イムのレヴィ人』では，アクサの自己犠牲を契機として娘たちによる「全
面譲渡」が行われた。エルマサンのした合図と誓いは「全面譲渡」遂行の
号令とも宣言とも考えられる。
さて，エピソードの最後では，「この心をゆるがす情景に，人々のなか
から歓声があがった」，「われわれの先祖の神よ，祝福されてあれ」という
言葉が続き，物語は祝祭的な雰囲気で締めくくられている。ベニヤミン人
たちが略奪をはかったのは祭の日で，騒動が起きなければ娘たちは祭に参
加するはずであった。
ジャン・スタロバンスキーも指摘するように，ルソーが描く「祝祭」と
『社会契約論』における「全面譲渡」には構造的な類似がある
 6）
。『社会契
約論』では，「全面譲渡」つまり「各構成員をそのすべての権利とともに，
共同体の全体に対して，全面的に譲渡する」という行為によって「共通の
― 324 ―
自我」が形成される。そして「祝祭」においては，各人が他者の「視線」
に存在を譲渡することで生まれる普遍的な歓喜による一体感から「共通の
自我」が現れる。祝祭について，ルソーは『演劇について』（1758）のな
かで，「観客を舞台に上げなさい。彼ら自身を俳優にするのです。各人が
他人の中にいる自分をながめ，愛するようにしなさい，すべての人がいっ
そう強く結ばれるようにするのです。」
 7）
と述べ，サン・ジェルヴェ広場の
祭を例にあげている。ルソーは子どもの頃，父親との散歩中に即興的に始
まった祭を目撃した。通りがかった広場では人々がくつろいでいた。その
中の数人が踊り始めると，その輪は次第に広がり，ついには近隣の住民を
巻き込んでの大きな祭となった。参加した者は他の者を見つめ同時に見つ
められ祭全体が大きな喜びで盛りあがっていた
 8）
。アクサのエピソード前
半では，視線は居心地悪くさせるものとして描かれていたが，後半での視
線は，祭の参加者の視線となって「すべてのひとがいっそう強く結ばれる
よう」作用している。
ピグマリオンに「触れる」
ピグマリオンの物語はオヴィディウスの『変身譚』によってよく知られ
ている。現実の女性たちに幻滅したピグマリオンは自分が作った石像に恋
してしまう。思いが募ったピグマリオンは，石像とそっくりな女性を与え
てくれるようヴィーナスに祈願し，その願いは叶えられる。石像は人間の
女性になり，ふたりは結婚する。ルソーの『ピグマリオン』はこの『変身』
を下敷きとした一幕物の音楽劇で，ピグマリオンのアトリエが舞台となっ
ている。
アトリエにいるのはピグマリオンひとりで，奥にはヴェールで覆われた
ガラテの像がある。ピグマリオンはそのヴェールを取ろうとするのだが，
ヴェールに触れるだけで言いようのない不安を感じてなかなか取ることが
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出来ない。決心して覆いをとるが像の足下にひれ伏してしまう。「わたし
は神々の仕事を越えた」
 9）
とつぶやき，自尊心と畏怖の入り混じった気持
ちで台座の上の像をながめる。ヴェールを取ったものの，ピグマリオンに
像に直接触れる勇気はない。像に手を加えようと槌と鑿を手に取りひと打
ちするがはじき返されてしまう。「もうこれには手を触れるまい。神々が
わたしを怖れさせるのだ。」
 10）
と，ピグマリオンはガラテに触れることを
諦めてしまう。あらためてガラテを見つめてピグマリオンは「お前には
魂が欠けている。おまえの姿にはどうしても魂が必要だ。」
 11）
とつぶやく。
ガラテに対する情熱は熱狂に変わり，ついにピグマリオンはヴィーナスに
むかって祈りを捧げる。
　錯乱のなかにあって，わたしは自分の外へ飛び立つことができるよ
うな気がする。わたしの生命を与え，わたしの魂で命を吹き込むこと
ができるみたいだ。ああ！　ピグマリオンは死んで，ガラテのなかで
生きるがいい！　……いやいや，なんだと！　わたしがガラテになれ
ば，ガラテを見ることができない，ガラテを愛する男ではなくなるで
はないか！　だめだ，わたしのガラテが生きて，わたしはガラテにな
らない、そうあってほしい。いつまでもガラテとは別の存在であって，
ガラテになりたいといつも思っている，彼女を見つめ，愛して，愛さ
れる
　……それがいい……
　（……）
　彼女にわたしの生命の半分を与えよ，必要とあらば全部をあたえ
よ。
 12）
ピグマリオンは「ガラテとひとつになりたい」とは言わない。ひとつに
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なってしまっては見つめあうことも愛しあうこともできないからだ。愛し
あうことは相手に触れることでもある。しかしヴェールを取ってから，ピ
グマリオンは一度もガラテに触れていない。結局，触れてくるのはガラテ
の方からである。
興奮が冷め，正気に戻ったピグマリオンが像を見ると，肌が生気で色づ
いたように感じる。もう一度見やると像が動き出している。
　振り返ると，像が動き、ひとりで段を下りてくるのが見える。さき
ほど彼が台座までのぼっていった段である。彼はひざまずき，手と眼
を天に向けてあげる。
ピグマリオン　　 不滅の神々よ！　ヴィーナスよ！　おお，狂乱の恋
の魔力よ！
ガラテ　　　　　（自分の体に触れて，言う）　わたし。
ピグマリオン　　（熱狂して）　わたし！
ガラテ　　　　　（ふたたび身体に触れて）　これはわたし。
ピグマリオン　　 わたしの耳にまでとどいてくる，心を奪う幻覚よ，
ああ！　わたしの五感から去らないでくれ。
ガラテ　　　　　 （数歩あゆみ，大理石のひとつに触れる）　これはもうわ
たしじゃない。
　ピグマリオンは抑えがたい興奮と熱狂のなかにあって，彼女のあら
ゆる動きを追い，耳を傾け，注視する。貪るように注意を傾け，息を
するのもやっとである。
　ガラテは彼の方に進みより，彼を見つめる。
　彼はいそいで立ちあがり，両腕をさしのべ，恍惚として見つめる。
『エフライムのレヴィ人』と『ピグマリオン』
― 327 ―
彼女は彼に片方の手をかける。彼は身を震わせ，その手を取り，自分
の胸へとみちびき，ついで熱い接吻で手をおおう。
ガラテ　　　　　（ため息をついて）　ああ！　これもやっぱりわたし。
ピグマリオン　　 そうだ，いとしくも愛らしいものよ。そうだ，すば
らしい傑作，わたしの手の，わたしの心の，神々の
傑作……それはおまえ，おまえひとりだ。わたしは
おまえにわたしの存在のすべてを与えた。わたしは
もうおまえによってのみ生きるのだ。
 13）
ガラテは自分や大理石に触れ，「これはわたし」，「これはもうわたしじゃ
ない」と、ひとつひとつ確認していく。彼女は「触れること」を通して自
己や外界を認識しようとする。ガラテはピグマリオンに近づくと，彼を見
つめ手で触れる。ピグマリオンもガラテを見つめその手を取る。「彼女を
見つめ，愛して，愛される」という願いが叶えられる。
ところで，ピグマリオンとガラテは「別の存在」であるのに，ガラテが
ピグマリオンに触れた時，なぜ「これもやっぱりわたし」と言ったのだろ
うか。ピグマリオンの「わたしはおまえにわたしの存在のすべてを与えた」
という行為を，「全面譲渡」の身ぶりと重ねて考えてみることにする。そ
のために，ここであらためて「全面譲渡」についての記述を引用する。
　われわれの各々は，身体とすべての力を共同のものとして一般意志
の最高の指導の下におく。そしてわれわれは各構成員を，全体の不可
分の一部として，ひとまとめとして受け取る。
　この結合行為は，直ちに，各契約者の特殊な自己に代わって，一つ
の精神的で集合的な団体をつくり出す。（……）それは，この同じ行
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為から，その統一，その共通の自我，その生命およびその意志を受け
取る。
 14）
一般意志をヴィーナスに置きかえてみる。ピグマリオンは「彼女にわた
しの生命の半分を与えよ，必要とあらば全部を与えよ」と言って，いった
ん彼の全生命をヴィーナスに差し出している。そして今度は，ヴィーナス
を経由してその生命をふたたび，今度はガラテと共に受け取りそれを分有
する。これがピグマリオン，ガラテ，ヴィーナスによる「全面譲渡」とな
る。だからこそ，共通の自我を受け取ったガラテは，ピグマリオンのこと
を「これもやっぱりわたし」と認識するのである。
触覚と視覚
生命を与えられたガラテは，動き，物に触れることで外界を把握してい
く。ルソーは『エミール』で，子どもは「見たり，触ったり，聞いたりして，
とくに視覚を触覚とくらべ，指で感じる感覚を目ではかることによって学
ぶのだ」
 15）
と述べ，さらに「わたしたちがわたしたちとは別の物があるこ
とを学ぶのは，運動によってにほかならない。また，わたしたちが空間の
概念を獲得するのは，わたしたち自身の運動によってにほかならない」
 16）
。
とも言っている。誕生したばかりのガラテは世界を知るために，子どもが
感覚を訓練するのと同じ行動を取っている。
上述の通り，子どもは「視覚と触覚をくらべ」ることで学んでいくので，
ルソーは五感のなかでも視覚と触覚を重視している。『道徳書簡』（1757）
においても「視覚と触覚とは，真実の探求において，もっともわれわれの
役に立つ感覚です。なぜなら，それら二つの感覚は，対象を他の三つの感
覚にゆだねる場合よりももっと観察するのに適切な持続状態のうちに，と
らえてみせるからなのです。またこの二つの感覚は，哲学的精神全体を，
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自分たち同士で二つに分ちあっているように思われます」
 17）
と書いてい
る
 18）
。
触覚について，ルソーは『エミール』で「いやおうなしにわたしたちが
いちばんはやく経験を獲得するものであり，したがって特別に訓練する必
要はそれほどない」感覚であると書いている。つまり触覚は常に機能して
おり，経験は自動的に蓄積されるということである。
ところでルソーは，『社会契約論』で「人間の最初のおきては自己保
存をはかることであり，その第一の配慮は自分自身にたいする配慮であ
る」
 19）
と書き，『エミール』でも「わたしたちの自然の動きはすべて，ま
ず自己保存と自分の快適な生活に結びつく」
 20）
と書いている。そして自己
保存と触覚について次のように述べている。
　触覚は，すべての感覚の中で，外部の物体がわたしたちの体に与え
る印象をもっともよく教えてくれるものとして，もっともひんぱんに
使用され，わたしたちの自己保存に必要な知識をもっとも直接的にあ
たえてくれるものとなっている。
 21）
ルソーは触覚を，生死にかかわる情報を伝えてくれる最も重要な感覚と
考えていたことが分かる。ただし，触覚にも弱点がある。触覚の判断は手
の届く範囲に限られてしまう。その範囲をこえるとほかの感覚の助けを借
りなければならない。特に視覚は一瞥で手よりも早く対象をとらえること
ができる。
視覚については，「たった一目で，半球全体をおさめてしまう視覚は，
体系的精神の広大な抱擁力を代表している」と書き，最も早く最も多くの
外界の情報を獲得できる感覚だとルソーは言う。しかしながら，対象の大
きさや距離を見分けるには経験を必要とすることから，視覚は最も誤りや
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すい感覚でもあると注意をうながしている。
　視覚はすべての感覚のなかで精神ともっとも切り離せないものだか
ら，見ることを学ぶには長い時間がかかる。長いあいだ視覚と触覚を
くらべてみたあとでなければ，形と距離をわたしたちに忠実につたえ
させるようにそれら二つの感覚の最初のものをならすことはできな
い。触覚がなければ，漸進的な運動がなければ，どんなに鋭い目でも
わたしたちに空間の観念をあたえることはできない
 22）
。
このように，視覚と触覚はどちらもそれだけでは不完全なところがあ
り，二つの感覚は互いの誤りを訂正し補い合って機能していると，ルソー
は考えている。
姿をかえた「全面譲渡」
『エフライムのレヴィ人』におけるアクサのエピソードでは，登場人物
たちが他者の視線による居心地の悪さを感じている。作者であるルソー自
身も常に、他人が自分に抱く印象と内面の落差に苦しめられていた。「わ
たしだって，必ず自分に不利なように見られるばかりでなく，自分と似も
つかぬ別人に見られるという心配さえなければ，人なみに社交は好きなの
である」
 23）
。パリにやって来て社交界に出入りし始めた頃を回想して，ル
ソーは『告白』にこのように書いている。また，徒弟時代に，菓子や果物
を買いに店に行っては，店員に欲望を見透かされ笑われているような気が
して，いつも何も買わずに帰ってきた思い出についても語っている
 24）
。ア
クサのエピソードにおける他者の視線は，エピソード前半では見つめられ
た者の居心地を悪くしているが，結末部分では喜びを共有する人々の間で
交わされるものに変化している。この急激な変化は唐突で不自然に感じら
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れる。『社会契約論』が刊行されたのは1762年の 4月である。その後，ル
ソーは「全面譲渡」の理論を反映させた作品を書こうとしたのではないだ
ろうか。そうであれば，ルソーは「全面譲渡」の前と後での風景を，視線
の効果を変えることで描き出そうとしたと考えられる。
ルソーは『告白』で『エフライムのレヴィ人』にふれて，逃亡中に書い
たのは第三の歌までで，アクサのエピソードを含む最後の第四の歌は落ち
着き先のモチエで仕上げたと書いている
 25）
。オノレ・シャンピオン社出版
の『エフライムのレヴィ人』を校訂したフレデリック・S・エジェルダン
ジェは，残された書簡のリストなどから，作品が完成したのは1762年 9 月
頃であると考えている
 26）
。同年11月17日と18日に，知人であるキルヒベル
ガーの訪問を受ける。この時ルソーは初めて『エフライムのレヴィ人』に
ついて話した。その際，『ピグマリオン』と『エミールとソフィー』も話
題に上がっている。プレイヤード版全集の注釈者であるシャルリ・ギヨに
よれば，18日にはルソーがキルヒベルガーに，自分で『ピグマリオン』の
朗読をしている
 27）
。したがって，『エフライムのレヴィ人』と『ピグマリ
オン』は執筆時期が重なっていたか，あるいはかなり近い時期に書かれた
ものである可能性が非常に高い。
ルソーは『エフライムのレヴィ人』と『ピグマリオン』を，「全面譲渡」
をイメージした物語として，それぞれ視覚と触覚にアクセントを置いて書
いたのではないだろうか。聖書にある残酷な復讐劇を下敷きとした『エフ
ライムのレヴィ人』と，ギリシア神話が原型の石像に恋する男の物語であ
る『ピグマリオン』。両者は全く方向性の異なる作品のように見えて，そ
の中には同じものが流れているのである。
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